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        体力強化と親睦が目的のイベントだが、目的に向か

ってトレーニングに励む事で、大いに体力強化を図れると思う。日常

のトレーニングが大切であろう。親睦という意味では、大いに効果が

あった。親睦会参加が、部員だけになってしまったが、会場での親睦

も含め、部員以外の方とも、親しくなれて良かったと思う。

      今年はゲスト含め２０名も集まり、とても盛り上がったと思う。私がお誘いした部外者のある女性

は、以前タンザニア関係のイベントで山岳部メンバー数名に会ったことがあるらしく、不思議な縁を感じた。 

マラソンの後の打ち上げでは、みな浴びるように酒を飲み、走りに来たのか飲みに来たのかわからない状態に。

最後にひとこと、独り春日井方面の電車に乗った神戸さんに対し、赤紙が来た若者を戦地へ送り出すが如く、万

歳で見送るのはやめてあげてほしい(笑)。                        （小久保） 

 結果的には 20 人、2チーム参加と当初に掲げた目標通りとなったが、最初は 10 人集まるのがやっとの状態。

1チームでの参加と思っていた所、吉田の｢参加したい｣の一言で、再募集。小久保の頑張りや、知人への声かけ、

藤田等への誘いで、ようやく実現した。当日も、座る席の確保でひと騒動。バタバタの状態で、Aチームは走行

順も考える暇もなく、「名簿順に走るぞ」と、思いつきで決定。そんなかんなで、計画性と無縁のイベントでは

あったが、参加者全員が、楽しんでいた様だ。私自身も、一番手でスタート地点へ行こうとしても、人が多すぎ

て、近づけない。そうこうしている内にスタートの号砲がなり、一番最後で走りだそうとしたら、スタッフの方

9/22 曇り 
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（6ｈリレーマラソン） 
16:00 競技終了 
16:15～16:30移動 
16:30～17:45 ♨ 
    （大曽根温泉） 
18:10～20:30懇親会 

 
 
 

  体力強化・親睦 
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目 的 

イベント 名古屋ドーム 

リレーマラソン 

開催日 

＜報告＞ 

[参加メンバー] 

Aチーム 

津田・亀山・芦田・ 

江頭・吉川・吉田・ 

中井・大須賀・広川・

浅井 

 

Bチーム 

山田・藤田・竹下・ 

伊藤・内ヶ島・小久保

町田・神戸・竹内・ 

金子 

 

応援；天野 

 

下記 21名 

に引き止められてしまった。「42ｋのスタートで、6ｈのスタートはこれか

らです。」すっかり、弥次喜多を演じてしまった。最後まで走りきっては

疲労困憊で大曽根温泉へ。大混雑で 30 分ぐらい待つも、一汗流してさっ

ぱりする。有志で勇んで懇親会へ。生中で乾杯し、飲み放題で、大いに親

睦を深めては、楽しい 1日が終了した。         （津田） 

走り終え 皆それぞれに 満足の 
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